
立山室堂平の積雪期利用ルールについて
立山室堂平周辺においては、近年、積雪期の利用者

の増加や利用の多様化に伴い、天候の急変による遭難
事故の発生、野生生物への影響、屎尿による環境汚染
等が懸念されています。

そのため、室堂平周辺の関係者で構成する「室堂平
周辺積雪期利用適正化協議会」を設立し、昨年、利用者
の安全確保と自然環境の保全を目的とした「室堂平の
積雪期利用ルール」を策定しました。

４～６月の室堂平の利用に当たっては、以下の「室堂
平の積雪期利用ルール」（※詳細は長野自然環境事務所
HP）を遵守してください。特に登山者は、冬山に対す
る知識と技術が必要であることに留意し、無理のない計
画を立ててください。
※長野自然環境事務所HP
　（http://chubu.env.go.jp/nagano/）
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立山・地獄谷の通行止めについて

・登山者以外の利用者は、４月１６日までは決められた利
用区域を利用し、スキー・スノーボードの持ち込みは御
遠慮ください。

・登山者は登山届を提出し、携帯トイレを携行してください。
・地獄谷、除雪作業区域、ライチョウ保護区域、ハイマツ

などの植生帯には立ち入らないでください。

利用ルールの概要

長野自然環境
事務所からの
お知らせ

3 ちゅうぶの環


